








宮崎県身体障害者相談センターからのお知らせ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳の病気や頭のケガの後から、このような症状でお困りのことはありませんか。  

もしかしたら「高次脳機能障がい」かもしれません。  

宮崎県身体障害者相談センターではご相談をお受けしています。  

・約束をわすれてしまう 

・新しいことを覚えられない 

・大事なものをどこにしまった

かわからなくなる 等  

・注意力や集中力が低下した 

・ミスが多くなった 

・作業が長く続かない  等  

記憶障がい

害  

・約束の時間に間に合わない 

・物事に優先順位がつけられない 

・作業を段取りよくできない 等  

注意障がい 遂行機能障がい 

・急に怒ったり泣くなど感情ｺﾝﾄﾛｰﾙが上手く 

いかない 

・場の雰囲気に無頓着で思ったとおりに行動する   

・やる気が起きない/自発的に行動できない 等  

・手足は動くのに意図した行動や支持  

された行動ができない 等  

・見えていたり聞いていたり触れていたり 

するがそれが何かわからない 等  

・聞いたり読んだりしたことを理解できなかったり 

言葉や文字で表現できない 等  社会的行動障がい

害  

失行症  

 

失認症  

 

失語症  

 

令和 4 年 8 月 18 日 宮崎県身体障害者相談センターは高次脳機能障がいの方の  

通所教室「結」を開設しました。 

「結」は、高次脳機能障がいのある方の自立と社会参加を支援いたします。  

「結」は、高次脳機能障がいの方が、学習と実習によって生活上の支障に

気づき、代償手段を用いて生活しやすくする方法を学ぶ場所です。 

8 月からは 5 名の方が作業療法士の訓練ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに基づき、週に 1 度  

気づきや学びを深められています。 

令和 5 年度の受講生については、宮崎県身体障害者相談センターのﾎｰﾑ

ﾍﾟｰｼﾞなどで募集を行うことに致しますので、当事者の方、そのご家族  

の方及び支援者の方など、ご検討ください。 

お問い合わせ  

〒880-0032 宮崎市霧島 1-1-2 

宮崎県身体障害者相談センター  

電話（0985）29-2556  

（担当）黒木  

実習「ﾊﾟｿｺﾝ･ﾀﾌﾞﾚｯﾄを 

使ってﾒｰﾙ交換しよう」 

「結」の風景  

「面談」障がいを共有して・・ 

「注意」の講義と演習/選択ゲーム 
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のふれあう

こころ 障がい者芸術・文
化
祭

「
障

害者
週間」

啓発活動及び
　ステージ出演者については６月頃に公募をする予定です。
公募については宮崎県障害者社会参加推進センターフェイス
ブックでもお知らせします。
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電話での相談を受け付けています。
（障害者差別相談窓口については
メールでも受け付けます。）

障害者差別解消法とは？

「不当な差別的取扱い」とは？ 「合理的配慮」の提供とは？

障がいのある人に対して、正当な理由な
く、サービスの提供を拒否したり、制限し
たり、条件を付けたりする行為をいいま
す。

障がいのある方から、何らかの配慮を求める意思の
表明があった場合に、負担になりすぎない範囲で、
その方の障がいにあった工夫や方法で、社会的障壁
を取り除くために配慮することをいいます。

「障がいを理由とする差別」を解消するために、行政機関や
民間事業者に対して、「不当な差別的取扱い」を禁止し、
「合理的配慮の提供」を行うことを求めています。

相談時間
月曜日から金曜日

午前９時から午後５時

障がい者差別相談窓口

0985ｰ23ｰ3388

soudan@miyashinren.jp

障がいを理由として不利益な取
扱いをされたり、障がいのある
人が障がいのない人と同じよう
に日常生活を営むことができる
よう、必要に応じた支援などの
合理的配慮を行わないなどの差
別に関するご相談に応じます。

障がい者110番

0985-26-3040

障がいのある方が安心して生活がで
きるように、様々な問題について情
報提供や助言をいたします。障がい
のある方やそのご家族または関係者
からのご相談に応じます。

相談窓口のご案内

※正午から午後１時、
休日・年末年始は除きます。

Study

【発 行】　宮崎県障害者社会参加推進センター

〒880－0007　宮崎市原町2ｰ22　宮崎県福祉総合センター　TEL　0985ｰ26ｰ2950　FAX　0985ｰ55ｰ0258

宮崎県
障害者社会参加
推進センター
からのお知らせ
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